ハリーポッターとイギリスの学校
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さて、先日、うわさの「ハリーポッターと賢者の石」の本を読んだ後、映画を見に行ってきました。そもそも内容が魔法使いの話なので、飛んだり消えたりするのは映像で見るにはもってこいで、とてもおもしろかった。でもあの制服やら連帯責任やら規則違反者への懲罰やらという、学校独特のイヤーな雰囲気は何とも「ベリー　ブリティッシュ！」という感じでした。日本も似たところがあるから、これだけ受け入れられてヒットしているのかもしれないなーと思ったりしました。

　私は、子ども二人を通してイギリスの公立学校をチラッとだけ経験しましたが、イギリスの学校教育はなんじゃこれ、というのが多かった。日本に帰ってきて聞こえてくるニュースも、ほんとに信じられない、ばかばかしくてお笑いになるようなのが多いです。この間は、ロンドン北部の中学校で上級学校入学のための資格試験の点数を上げるために、補習を受けた生徒に時間あたり３ポンド（７００円ぐらい）支給するというニュースがありました。ずっと前には学校に毎日きたら、ご褒美に遊園地に行って、ハンバーガーをもらえるなんてのもあった。親がトランシーバーを持って、子どもが家を出たことを教師に連絡するシステムっていうのも聞いたなあ。

　ホームスクーリングに関してはすごいなあと思いましたが、国の教育方針にはあんまりいい印象はありませんでした。とても保守的で。昼間町をうろうろしている子どもは警察が尋問するし、早期教育に力を入れて小学校は実質４歳からだし、サマーヒルはつぶされそうだし、趣味のわるーい制服は多いし、ムチを復活しようという話まであるし。ヨーロッパと一口に言っても、フランス、ドイツ、北欧なんかの大陸と島国イギリスはずいぶん違っているようです。

　このまま行くとイギリスでもいわゆる「登校拒否」は増えるのかもしれません。精神病院とか、投薬とか、そんな物騒な話も実際に聞きました。確かにイギリスでのHS家庭は増えているそうですが、一般への認識は、日本で想像するよりずっと低いようです。5月にイギリスからホームスクーリングをやってる家族が来るので、いろいろ今の話を聞けるといいですね。
